
必要性(市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。)

 さらに重点化する

 現状のまま継続する

 見直しのうえ継続する

 事業の縮小を検討する

 休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ４－１　芸術・文化団体の育成 Ｎｏ． 47

事 業 名 情報の提供 担当課 社会教育課

事 業 概 要

文化協会と連携を図り、市民に対して広報誌・市のケーブルテレビを活用し、各団体活動の情
報提供に努めます。

事 業 の 対 象

対象(誰を・何を)

芸術・文化団体

意図と結果(どういう状態にしたいのか・求めるもの)

各団体の活動の充実と活性化を支援する。

各団体の活動を広報誌・ケーブルテレビを活用して幅広く周知する。
具 体 施 策

(Plan)

各団体の活動を広報誌の掲載やケーブルテレビからの取材を受け、放送を行った。

令和 4 年度

事業実績状況

(Do)

有効性(施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。)

事 業 の 評 価

(Check) 経済・効率性(事務効率化・コスト縮減しているか。)

目標達成度(計画どおり目標を達成できたか。)

総 合 評 価
必要性有効性効率性達成度 総合評価

優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている
3 3 3 3 B

事業の方向性
課題や今後

の方針
(Action)

引き続き文化協会との連携を図り、広報
誌・ケーブルテレビを積極的に活用し、
各種活動の情報提供に努める。

文化協会と連携を図り、各種団体との情報提供に努めてください。
教育委員会評価

(二次評価)

かなり減少減少横ばい増加

できていないあまり寄与していない概ね寄与する十分寄与する

できていないあまり寄与していないできている十分できている

できていないあまり寄与していないできている十分できている



必要性(市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。)

 さらに重点化する

 現状のまま継続する

 見直しのうえ継続する

 事業の縮小を検討する

 休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ４－１　芸術・文化団体の育成 Ｎｏ． 48

事 業 名 指導者や文化ボランティアの確保 担当課 社会教育課

事 業 概 要

文化協会の加入団体から講師を招き、指導者やボランティアを養成できるように努めます。

事 業 の 対 象

対象(誰を・何を)

文化協会の加入団体

意図と結果(どういう状態にしたいのか・求めるもの)

文化協会の加入団体を生涯学習講座等の講師に招き、指導者やボランティアを養成する。

文化協会の加入団体を講師として生涯学習講座等を実施する。
具 体 施 策

(Plan)

〇文化協会加入者を講師とする生涯学習講座（３講座）
朝活！楽しくのばしてストレッチ講師・太極拳・こども茶道教室

令和 4 年度

事業実績状況

(Do)

有効性(施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。)

事 業 の 評 価

(Check) 経済・効率性(事務効率化・コスト縮減しているか。)

目標達成度(計画どおり目標を達成できたか。)

総 合 評 価
必要性有効性効率性達成度 総合評価

優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている
3 3 3 3 B

事業の方向性
課題や今後

の方針
(Action)

引き続き、文化協会等の加入者を講師と
する生涯学習講座を開催し、指導者・ポ
ランティアの養成に努める。

引き続き、講座を通じて、文化団体等の指導者やボランティアの確保に努めてください。
教育委員会評価

(二次評価)

かなり減少減少横ばい増加

できていないあまり寄与していない概ね寄与する十分寄与する

できていないあまり寄与していないできている十分できている

できていないあまり寄与していないできている十分できている



必要性(市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。)

 さらに重点化する

 現状のまま継続する

 見直しのうえ継続する

 事業の縮小を検討する

 休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ４－２　芸術・文化の鑑賞、発表機会の充実 Ｎｏ． 49

事 業 名 文化行事の拡充 担当課 社会教育課

事 業 概 要

文化協会と共催事業の実施を推進します。

芸能大会・音楽会・美術展などの文化行事の開催を推進します。

事 業 の 対 象

対象(誰を・何を)

文化協会

意図と結果(どういう状態にしたいのか・求めるもの)

文化協会との共催事業（阿波市文化祭）等を通じて文化行事の拡充を図る。

文化協会との共催事業（阿波市文化祭）の実施
具 体 施 策

(Plan)

文化協会（団体数　115団体　会員数1,376名）との共催事業
阿波市文化祭　芸能祭　令和４年１０月３０日　　展覧会　令和４年１１月３日～６日

令和 4 年度

事業実績状況

(Do)

有効性(施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。)

事 業 の 評 価

(Check) 経済・効率性(事務効率化・コスト縮減しているか。)

目標達成度(計画どおり目標を達成できたか。)

総 合 評 価
必要性有効性効率性達成度 総合評価

優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている
3 3 3 3 B

事業の方向性
課題や今後

の方針
(Action)

引き継ぎ阿波市文化祭等の共催事業の支
援をし、また市交流防災拠点「アエル
ワ」等の施設で使用するなど協力して、
文化行事の拡充を図る。

引き続き、市民が芸術・文化に接する機会の充実に努めてください。
教育委員会評価

(二次評価)

かなり減少減少横ばい増加

できていないあまり寄与していない概ね寄与する十分寄与する

できていないあまり寄与していないできている十分できている

できていないあまり寄与していないできている十分できている



必要性(市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。)

 さらに重点化する

 現状のまま継続する

 見直しのうえ継続する

 事業の縮小を検討する

 休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ４－２　芸術・文化の鑑賞、発表機会の充実 Ｎｏ． 50

事 業 名 市民参画の促進 担当課 社会教育課

事 業 概 要

多くの市民に関心を持ってもらえる事業やイベントを行い、多くの市民の参画促進を図りま
す。

事 業 の 対 象

対象(誰を・何を)

市民

意図と結果(どういう状態にしたいのか・求めるもの)

文化協会との共催事業（阿波市文化祭）や生涯学習推進映画会・生涯学習講演会等の開催を通
じて幅広く市民参画を図る。

文化協会との共催事業（阿波市文化祭）や生涯学習推進映画会・生涯学習講演会等の開催
具 体 施 策

(Plan)

〇文化協会との共催事業「阿波市文化祭」
　芸能祭の部　令和４年１０月３０日　　展覧会の部　令和４年１１月３日～６日
〇生涯学習推進映画会
　令和4年8月27日（午前のみ）　参加人数：211名
  令和4年12月3日　　　　　　　参加人数：午前 273名　午後 250名
〇生涯学習講演会
　令和4年9月11日　参加人数：198名　　講師：天理大学　文学部准教授　天野　忠行さん

令和 4 年度

事業実績状況

(Do)

有効性(施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。)

事 業 の 評 価

(Check) 経済・効率性(事務効率化・コスト縮減しているか。)

目標達成度(計画どおり目標を達成できたか。)

総 合 評 価
必要性有効性効率性達成度 総合評価

優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている
3 3 3 3 B

事業の方向性
課題や今後

の方針
(Action)

引き続き、文化協会との共催事業（阿波
市文化祭）や生涯学習推進映画会・講演
会を支援し、幅広く市民参画を図る。

今後も、講演会や各種事業など推進するとともに、アエルワや各種社会教育施設を活用し、市
民参画を図る取組を進めてください。

教育委員会評価

(二次評価)

かなり減少減少横ばい増加

できていないあまり寄与していない概ね寄与する十分寄与する

できていないあまり寄与していないできている十分できている

できていないあまり寄与していないできている十分できている



必要性(市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。)

 さらに重点化する

 現状のまま継続する

 見直しのうえ継続する

 事業の縮小を検討する

 休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ４－３　文化財の保存・活用 Ｎｏ． 51

事 業 名 文化財保護体制や調査研究体制の整備 担当課 社会教育課

事 業 概 要

市民に文化財への関心を高めるため、市内の未指定文化財の調査研究を進めます。

事 業 の 対 象

対象(誰を・何を)

市内の未指定文化財

意図と結果(どういう状態にしたいのか・求めるもの)

市民の文化財への意識を広めることを目的として、文化財の調査研究を進める。

市内の未指定文化財について専門的調査を実施する。
文化財保護審議委員と文化財保護についての協議を重ねる。

具 体 施 策

(Plan)

○阿波市古墳調査事業
　・土成丸山古墳発掘調査（令和4年10月12日～令和4年12月15日）
　・調査成果の公開として現地説明会を実施
　　　現地説明会　（令和4年12月11日）〔110名〕
　・調査報告書の刊行（300部）

○文化財保護審議会　4回

令和 4 年度

事業実績状況

(Do)

有効性(施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。)

事 業 の 評 価

(Check) 経済・効率性(事務効率化・コスト縮減しているか。)

目標達成度(計画どおり目標を達成できたか。)

総 合 評 価
必要性有効性効率性達成度 総合評価

優れた取組が多く、十分成果が上がっている
4 4 4 4 A

事業の方向性
課題や今後

の方針
(Action)

引き続き文化財保護体制や調査研究体制
の整備を行う。

今後も、文化財の保護を推進するとともに、未指定文化財の調査研究に努めてください。
教育委員会評価

(二次評価)

かなり減少減少横ばい増加

できていないあまり寄与していない概ね寄与する十分寄与する

できていないあまり寄与していないできている十分できている

できていないあまり寄与していないできている十分できている



必要性(市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。)

 さらに重点化する

 現状のまま継続する

 見直しのうえ継続する

 事業の縮小を検討する

 休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ４－３　文化財の保存・活用 Ｎｏ． 52

事 業 名 文化財の継承と活用 担当課 社会教育課

事 業 概 要

有形文化財の積極的な活用や無形民俗文化財指定を受けた保存団体の育成を推進します。

事 業 の 対 象

対象(誰を・何を)

保存団体

意図と結果(どういう状態にしたいのか・求めるもの)

文化財保護体制を強化し、文化の次世代への継承を図る。

保存団体に補助金を交付する。
具 体 施 策

(Plan)

○市史跡｢椎ヶ丸古墳｣除草（御所神社）  36千円

○市史跡「流慶塾跡」除草（四宮明彦）  46千円

○市史跡「郡城跡」除草（郡城跡保全会）28千円

○市指定「木造弘法大師坐像」修理（西光寺 245千円

令和 4 年度

事業実績状況

(Do)

有効性(施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。)

事 業 の 評 価

(Check) 経済・効率性(事務効率化・コスト縮減しているか。)

目標達成度(計画どおり目標を達成できたか。)

総 合 評 価
必要性有効性効率性達成度 総合評価

優れた取組が多く、十分成果が上がっている
4 4 3 3 A

事業の方向性
課題や今後

の方針
(Action)

引き続き文化財の継承と活用に関する活
動を行う。

引き続き、団体等と連携を強化し、文化財の保存と継承に取り組んでください。
教育委員会評価

(二次評価)

かなり減少減少横ばい増加

できていないあまり寄与していない概ね寄与する十分寄与する

できていないあまり寄与していないできている十分できている

できていないあまり寄与していないできている十分できている



必要性(市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。)

 さらに重点化する

 現状のまま継続する

 見直しのうえ継続する

 事業の縮小を検討する

 休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ４－３　文化財の保存・活用 Ｎｏ． 53

事 業 名 文化財の広報活動の充実 担当課 社会教育課

事 業 概 要

市民に文化財への関心を高めるため、広報あわ・ホームページを利用し広報活動を実施しま
す。

事 業 の 対 象

対象(誰を・何を)

市民

意図と結果(どういう状態にしたいのか・求めるもの)

文化財への興味や関心を養い、郷土を愛する豊かな心や文化に対する正しい理解を深める。

より活発な広報活動を行う。
具 体 施 策

(Plan)

○古墳発掘調査成果の展示（土成歴史館ギャラリーで継続展示）

○令和4年度 藍のふるさと阿波９市町連携パネル展
　藍にまつわる地域のたから（令和5年1月16日～1月27日 於：市民情報スペース）

令和 4 年度

事業実績状況

(Do)

有効性(施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。)

事 業 の 評 価

(Check) 経済・効率性(事務効率化・コスト縮減しているか。)

目標達成度(計画どおり目標を達成できたか。)

総 合 評 価
必要性有効性効率性達成度 総合評価

優れた取組が多く、十分成果が上がっている
4 4 3 4 A

事業の方向性
課題や今後

の方針
(Action)

引き続き文化財の広報活動の充実を図
る。

今後も引き続き、新しいツールを活用し、市民への周知と文化財の広報活動に努めてください。
教育委員会評価

(二次評価)

かなり減少減少横ばい増加

できていないあまり寄与していない概ね寄与する十分寄与する

できていないあまり寄与していないできている十分できている

できていないあまり寄与していないできている十分できている



必要性(市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。)

 さらに重点化する

 現状のまま継続する

 見直しのうえ継続する

 事業の縮小を検討する

 休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ４－３　文化財の保存・活用 Ｎｏ． 54

事 業 名 文化財ガイドブックの作成 担当課 社会教育課

事 業 概 要

指定文化財など市内に所在する文化財のガイドブックの作成に取り組みます。

事 業 の 対 象

対象(誰を・何を)

市民

意図と結果(どういう状態にしたいのか・求めるもの)

市内指定文化財と指定候補を掲載した文化財ガイドブックを刊行し文化財保護などの普及啓発
を図る。

原稿執筆、掲載写真の撮影及び収集、編集など
具 体 施 策

(Plan)

○指定文化財ガイドブック『阿波市の文化財』の刊行（500部）

　・新指定文化財8件を加えた国･県･市指定及び国登録
　　文化財80件について解説したガイドブックを刊行

令和 4 年度

事業実績状況

(Do)

有効性(施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。)

事 業 の 評 価

(Check) 経済・効率性(事務効率化・コスト縮減しているか。)

目標達成度(計画どおり目標を達成できたか。)

総 合 評 価
必要性有効性効率性達成度 総合評価

優れた取組が多く、十分成果が上がっている
4 4 4 2 A

事業の方向性
課題や今後

の方針
(Action)

刊行した『阿波市の文化財』の有効な活
用方法について検討する。

阿波市文化財ガイドブックを活用し、児童生徒、市民の文化財への興味関心が強まることを期
待します。

教育委員会評価

(二次評価)

かなり減少減少横ばい増加

できていないあまり寄与していない概ね寄与する十分寄与する

できていないあまり寄与していないできている十分できている

できていないあまり寄与していないできている十分できている



必要性(市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。)

 さらに重点化する

 現状のまま継続する

 見直しのうえ継続する

 事業の縮小を検討する

 休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ４－４　歴史館等の整備充実・有効利用 Ｎｏ． 55

事 業 名 施設の整備充実と有効活用 担当課 社会教育課

事 業 概 要

各施設の収蔵、展示内容に応じて、調査研究成果や収集資料・借用資料などを用いた企画展の
開催に努めます。

事 業 の 対 象

対象(誰を・何を)

市民

意図と結果(どういう状態にしたいのか・求めるもの)

文化財保護の拠点施設として機能の充実を行い、市民の文化財への意識を広める。

施設の整備充実と必要な人材の育成・確保。
具 体 施 策

(Plan)

○「昔のくらしの道具」展示解説
・土成歴史館
　　土成小学校3年生 32名（令和4年6月28日）
　　学島小学校3年生 21名（令和5年1月25日）
・市場歴史民俗資料館
　　八幡小学校5年生 18名（令和4年6月1日）
　　久勝小学校3年生 29名（令和5年2月3日）

○歴史・文化研究拠点としての機能拡充に向けて、施設の特徴を生かした運営を行った。

令和 4 年度

事業実績状況

(Do)

有効性(施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。)

事 業 の 評 価

(Check) 経済・効率性(事務効率化・コスト縮減しているか。)

目標達成度(計画どおり目標を達成できたか。)

総 合 評 価
必要性有効性効率性達成度 総合評価

優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている
3 4 3 3 B

事業の方向性
課題や今後

の方針
(Action)

引き続き施設の整備充実と有効活用を図
る。

企画展の開催等を、充実に努めるとともに、不具合箇所の早急な対応に努めてください。
教育委員会評価

(二次評価)

かなり減少減少横ばい増加

できていないあまり寄与していない概ね寄与する十分寄与する

できていないあまり寄与していないできている十分できている

できていないあまり寄与していないできている十分できている


